
決算書

ページ

事業説明書

ページ
事業CD 款 目 事業名

担当課

(令和６年度担当課)

320 1 010136 総務費 一般管理費 職員給与費－後期高齢者医療特別会計 人事課

320 2 820101 総務費 一般管理費 後期高齢者医療事務事業 保険年金課

320 3 820201 総務費 徴収費 後期高齢者医療賦課徴収事業 保険年金課

320 4 821101 後期高齢者医療広域連合納付金 後期高齢者医療広域連合納付金 後期高齢者医療広域連合納付金 保険年金課

320 5 825101 保健事業費 保健衛生普及費 後期高齢者医療健診事業 保険年金課

322 6 829001 諸支出金 保険料還付金 過年度収入保険料返還金 保険年金課

322 7 829101 諸支出金 還付加算金 還付加算金 保険年金課

322 8 980112 予備費 予備費 予備費－後期高齢者医療特別会計 保険年金課

後期高齢者医療特別会計



無

款 01 ＜成果・実績＞

項 01

目 01

）

※主な特定財源

＜課題、今後の取り組み＞

無

款 01 ＜成果・実績＞

項 01

目 01

）

※主な特定財源

①

②

③

＜課題、今後の取り組み＞

単位令和4年度 令和5年度令和3年度令和2年度平成31年度

被保険者数 人11,200 11,239 11,524 11,981 12,567

年度末人数

後期高齢者医療特別会計 決算書頁 資料

　引き続き、適正な後期高齢者医療制度事業運営のために計上します。

事業の目的（成果）を達成するため行った主な活動

事業CD

総務費

（前年決算 11,464

1

　後期高齢者医療事業に従
事する職員の給与を計上しま
した。

320

　後期高齢者医療制度にかかる各種給付や窓口業務等を適切かつ円滑に行うとともに、市民に的
確に制度の概要を説明することができました。

所管課 人事課

決算額(千円) 18,941

事業CD

会計

010136

後期高齢者医療特別会計

総務費

職員給与費－後期高齢者医療特別会計事業名

総務管理費

一般管理費

予算額(千円) 20,468

県支出金   

一般管理費

予算額(千円) 7,245

総務管理費

所管課 保険年金課
後期高齢者医療事務事業事業名

決算額(千円) 7,218

820101

会計

資料決算書頁 320

　後期高齢者医療事業に従事する職員の給与を計上しました。

県支出金   

（前年決算 19,017

国庫支出金

＜事業概要＞

被保険者証および高額療養費等、各種給付金に関する通知 10,194 6,066 千円

おうみ自治体クラウド・基幹システムサービスの利用 1,151 1,152

国庫支出金

2

千円＜事業概要＞

　後期高齢者医療制度の着
実な運営や後期高齢者医療
制度被保険者の健康づくりと
医療費適正化の推進のため
に、主に事務事業について支
出を行いました。

　団塊世代が後期高齢者に移行することに伴い、被保険者数の増加、及び医療費も増加すると想
定されます。また、後期高齢者医療制度を全世代で公平に支え合うための制度の見直しが行われ
ています。今後も社会保障制度改革などの国の動向にも注視し、迅速な対応と市民へのきめ細や
かな情報提供を行っていく必要があります。

令和4年度 令和5年度 単位



有

款 01 ＜成果・実績＞

項 02

目 01

）

※主な特定財源

①

②

③

＜課題、今後の取り組み＞

保険年金課

会計 後期高齢者医療特別会計 決算書頁 320 資料

事業CD 820201
事業名

令和4年度 令和5年度

後期高齢者医療賦課徴収事業
所管課

後期高齢者保険料調定額・収納額実績経過表　　　　　（単位：千円）

現年分 滞繰分

平成３１年度
（令和元年度）

調定額 727,821 4,578

収納額 724,656 1,600

収納率

総務費

徴収費 　令和５年度の現年分保険料収納率については、口座振替の勧奨や徴収員による訪問徴収・分納
相談の充実、催告書の送付、収納課との連携などを行うことにより、引き続き収納率９９％以上とい
う成果を上げました。徴収費

予算額(千円) 3,396

決算額(千円) 3,254

（前年決算 3,142

国庫支出金

単位
後期高齢者医療保険料通知書および納付書・還付通知書・督
促状等を通知

2,059 2,185 千円

県支出金   事業の目的（成果）を達成するため行った主な活動

事業CD 820201 事業名 後期高齢者医療賦課徴収事業 所管課 保険年金課

　広域連合で決定した保険料に
ついて、特別徴収・普通徴収の
納付方法を決定し、通知書や納
付書の発送・口座振替処理等を
行い、保険料の調定および納付
管理を行いました。また、滞納管
理についても督促状や催告書を
発送し、訪問徴収・納付相談・滞
納処分等を行いました。

　現年分保険料の収納率は９９％を超える成果を上げており、督促状や催告書の送付、徴収員の
訪問徴収等の取り組みを行うことにより、今後も収納率の維持に努めます。社会保障制度改革な
どの国の動向にも注視し、迅速な対応と市民へのきめ細かい情報提供に努めていきます。

3

＜事業概要＞
後期高齢者医療保険料の賦課にかかる決定通知書等の封
入・封緘委託

1,083 1,069 千円

99.5% 35.0%

令和２年度

調定額 781,221 5,815

収納額 778,825 2,187

収納率 99.7% 37.6%

令和３年度

調定額 806,819 5,874

収納額 803,639 1,513

収納率 99.6% 25.8%

令和４年度

調定額 855,124 7,369

収納額 851,878 2,268

収納率 99.6% 30.7%

令和５年度

調定額 906,249 8,347

収納額 903,328 1,636

収納率 99.70% 19.60%



無

款 02 ＜成果・実績＞

項 01

目 01

）

※主な特定財源

①

②

③

＜課題、今後の取り組み＞

無

款 03 ＜成果・実績＞

項 01

目 01

）

※主な特定財源

＜課題、今後の取り組み＞

＜事業概要＞

　後期高齢者医療加入者の
健康増進のため、後期高齢
者医療健診を実施しました。

　令和５年度までは生活習慣病で治療中の方は対象除外となっていましたが、広域連合の方針に
より、令和６年度から対象に含めることになり、対象者数が約3,000人から12,000人に増加すること
となりました。既に治療中の方については、改めて健診を受ける必要性を感じられない方が一定数
おられると予想され受診率の低下が見込まれることから、広域連合と連携して受診率の向上に努
めます。

5

県支出金   

保健事業費

保健事業費 　増加する医療費の抑制を目的として、生活習慣病の予防や早期発見のため、対象者に対し、受
診券を送付するとともに、後期高齢者健診を実施しました。
　また、広域連合と連携し、対象者へ勧奨を行いました。保健衛生普及費

予算額(千円) 13,962

決算額(千円) 10,596

（前年決算 9,551

国庫支出金

事業CD 825101
事業名 後期高齢者医療健診事業

所管課 保険年金課

会計 後期高齢者医療特別会計 決算書頁 320 資料

＜事業概要＞ 基盤安定負担金（一般会計繰入金） 191,517 201,737 千円

　被保険者から徴収した後期
高齢者医療保険料および一
般会計繰入金のうち基盤安
定負担金分を広域連合に支
払いました。

千円

 今後も、後期高齢者医療の安定的した運営のために適切に広域連合に支払います。

4

県支出金   事業の目的（成果）を達成するため行った主な活動 令和4年度 令和5年度 単位

後期高齢者医療保険料徴収分（延滞金・過年度収入等含む） 854,577 903,562 千円

後期高齢者医療広域連合
納付金

　被保険者から徴収した後期高齢者医療保険料および一般会計繰入金のうち保険料軽減にかか
る基盤安定負担金を広域連合に支払いました。広域連合はこの納付金を後期高齢者医療費に充
てています。

後期高齢者医療広域連合
納付金

予算額(千円) 1,124,632

決算額(千円) 1,105,299

（前年決算 1,046,094

国庫支出金

事業CD 821101
事業名 後期高齢者医療広域連合納付金

所管課 保険年金課

会計 後期高齢者医療特別会計 決算書頁 320 資料
後期高齢者医療広域連合

納付金



無

款 06 ＜成果・実績＞

項 01

目 01

）

※主な特定財源

＜課題、今後の取り組み＞

無

款 06 ＜成果・実績＞

項 01

目 02

）

※主な特定財源

＜課題、今後の取り組み＞

＜事業概要＞

　後期高齢者医療保険料の
過誤納金還付にかかる加算
金を被保険者に支払いまし
た。

　過誤納に対して、適正に加算金を算定し、速やかな還付処理を行います。

7

県支出金   

＜事業概要＞

　過年度後期高齢者医療保
険料に係る過誤納金につい
て、被保険者に支払いまし
た。

　還付の対象者となる者を適時把握し、速やかに返還を行います。

6

県支出金   

諸支出金

償還金及び還付加算金 　税申告の修正等に伴い過年度保険料が減額となったことに対する保険料還付に伴い、還付額や
還付までの期間に応じて一定割合を乗じて計算した金額を還付加算金といい、発生した場合に支
出しました。還付加算金

予算額(千円) 30

決算額(千円) 3

（前年決算 0

国庫支出金

事業CD 829101
事業名 還付加算金

所管課 保険年金課

会計 後期高齢者医療特別会計 決算書頁 322 資料

諸支出金

償還金及び還付加算金 　税申告の修正等に伴い過年度保険料が減額となり、保険料が過納となった場合、保険料の還付
を行いました。

保険料還付金

予算額(千円) 1,800

決算額(千円) 1,590

（前年決算 797

国庫支出金

事業CD 829001
事業名 過年度収入保険料返還金

所管課 保険年金課

会計 後期高齢者医療特別会計 決算書頁 322 資料



無

款 07 ＜成果・実績＞

項 01

目 01

）

※主な特定財源

＜課題、今後の取り組み＞

＜事業概要＞

　後期高齢者医療保険財政
の急な出費に備えて予備費を
計上しました。

　引き続き、予備費を充用することのないよう、適正な予算管理に努めます。

8

県支出金   

予備費

予備費 　後期高齢者医療保険財政の急な出費に備えて予備費を計上しましたが、当年度は予備費を充用
する事態が生じませんでした。

予備費

予算額(千円) 50

決算額(千円) 0

（前年決算 0

国庫支出金

事業CD 980112
事業名 予備費－後期高齢者医療特別会計

所管課 保険年金課

会計 後期高齢者医療特別会計 決算書頁 322 資料


